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山
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第
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故
山
川
治
雄
氏
３
回
忌
の
慰
霊
と
玉
置
神
社
一
の
鳥
居
訪
問 

 

◇
実
施
日 

 

８
月
２
７
日
（
日
） 

 
 

曇
時
々
晴
れ 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
中
前
偉
、
大
森
洋
、
濱
野
兼
吉
、
阪

口
雄
二
、
湯
川
一
郎
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子
、
生

熊
千
満
子
、
西
克
、
山
川
自
知
、
高
階
鈴
子
。
美
根
子
、
梶
野

照
雄
、
植
平
修
、
瀧
本
昭
太
郎
、
志
岐
敬 

 
 
 

１
９
名 

  

山
川
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
丸
２
年
に
な
り
３
回
忌
を
迎
え
た
。
今
で
も
あ
の

時
の
第
一
報
が
耳
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
無
い
。
地
域
へ
の
貢
献
活
動
、
山
に
関

す
る
薀
蓄
と
行
動
力
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
第
一
級
の
部
類
に
入
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
奥
駈
道
や
山
彦
に
も
多
大
な
貢
献
を
頂
い
た
。 

 
 

 
 

 

 

 

本
日
そ
の
慰
霊
に
１
９
名
の
皆
さ
ん
が
お
集
ま
り
く
だ
さ
っ
た
。
梶
野
、
志

岐
、
植
平
、
瀧
本
の
４
氏
は
遠
路
ご
参
加
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

午
前
９
時
３
０
分
、
玉
置
辻
に
集
合
。
和
歌
山
市
か
ら
の
瀧
本
さ
ん
は
到
着
第

一
声
が
「
携
帯
電
話
が
見
当
た
ら
な
い
、
落
と
し
た
か
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
所

に
忘
れ
て
き
た
の
か
だ
が
、
探
し
に
戻
る
の
で
今
日
は
参
加
で
き
な
い
」
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
皆
の
顔
を
見
た
だ
け
で
引
き
返
し
て
い
か
れ
た
が
、
１
０
分

ほ
ど
で
戻
っ
て
き
て
「
車
の
中
に
あ
っ
た
」
と
恥
ず
か
し
そ
う
に
話
さ
れ
た
。 

他
人
事
で
は
な
い
。
私
を
含
め
皆
さ
ん
も
年
を
重
ね
て
い
る
の
で
、
落
と
し
物

や
忘
れ
物
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
十
分
に
気
を
付
け
よ
う
。 

林
道
を
歩
い
て
３
０
分
ほ
ど
で
事
故
現
場
に
着
く
。
梶
野
君
が
供
台
を
設
置

し
て
く
れ
た
後
、
女
性
の
皆
さ
ん
で
ミ
カ
ン
、
お
菓
子
、
色
花
、
樒
、
酒
、
ビ

ー
ル
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
供
え
物
を
置
き
、
中
前
君
か
ら
心
経
や
お
念
仏
な
ど

を
頂
い
た
。 

 
 

 
 

 

 

今
日
は
山
川
自
知
君
も
参
加
さ
れ
た
。
こ
こ
へ
来
る
度
に
「
無
理
す
る
な
、



安
全
第
一
」
を
強
く
念
じ
、
そ
し
て
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
故
が
な
い
よ
う
、

皆
さ
ん
も
強
く
意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

玉
置
辻
に
戻
り
本
日
も
う
一
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
一
の
鳥
居
訪
問
の
為

村
道
を
４
㎞
程
下
っ
た
林
道
入
り
口
ま
で
移
動
す
る
。 

玉
置
神
社
一
の
鳥
居
は
令
和
３
年
１
月
２
日
雪
の
残
る
中
、
湯
川
君
と
二
人
で

竹
筒
よ
り
訪
問
し
、
翌
月
２
月
４
日
に
山
彦
の
行
事
と
し
て
１
２
名
で
訪
れ
た
。 

そ
の
時
は
山
川
治
雄
さ
ん
も
参
加
さ
れ
「
始
め
て
歩
く
が
、
な
か
な
か
い
い
コ

ー
ス
だ
」
と
喜
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

そ
の
後
今
年
に
入
り
湯
川
君
が
一
人
で
鳥
居
周
辺
の
道
を
探
索
、
今
日
の
コ
ー

ス
も
歩
い
て
確
認
し
て
い
た
。
７
月
３
０
日
に
は
湯
川
、
沖
崎
の
二
人
で
下
見

も
行
っ
た
。 

 
 

 
 

 

  

鳥
居
が
あ
り
玉
置
神
社
の
本
殿
が
南
向
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
コ
ー
ス

が
表
参
道
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

昔
、
新
宮
の
人
が
玉
置
神
社
に
お
参
り
す
る
際
は
船
で
熊
野
川
を
遡
上
、
竹
筒

で
船
を
降
り
て
鳥
居
の
あ
る
こ
の
道
を
歩
い
て
玉
置
神
社
に
参
拝
し
た
で
あ

ろ
う
由
緒
あ
る
道
だ
。
木
馬
道
の
よ
う
な
幅
員
が
あ
り
、
勾
配
も
急
な
と
こ
ろ

は
無
い
。
古
道
・
参
道
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
今
で
は
歩
く
人
が
殆
ど

無
い
よ
う
で
、
一
部
荒
れ
た
個
所
も
あ
り
、
処
理
さ
れ
て
い
な
い
倒
木
も
数
多

く
あ
っ
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
担
い
で
き
た
梶
野
君
が
１
０
本
位
の
倒
木
を
処

理
し
、
１
時
間
４
０
分
で
一
の
鳥
居
に
着
き
、
昼
食
後
に
同
じ
道
を
引
き
返
し

て
下
山
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 
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